
インプラント修復セミナー
審美性を損なってしまったケースから学ぶ その原因と対応

審美領域におけるインプラント治療をいかに成功させるか。

「唇側骨の喪失・歯肉の退縮・歯間乳頭の喪失・色調と形態の不調和」など審美的な結果が得られ

なかったケースには原因があります。その原因と然るべき外科および補綴的対応について論理的

に解説します。また、ケースに応じた適切な治療ゴール到達のための基準となる考え方、選択肢に

ついて歯科医師・歯科技工士それぞれが考慮すべき事項についても具体的にお話します。

■ インプラント修復における審美的な結果を得るための治療計画から最終補綴物装着に至るまで、

　　おさえるべきポイントを理解する

■ プロセラを利用して確実で適切な審美性を獲得するための具体的なソリューションの選択方法と　　　　　　

　　治療ステップを理解する

対 象

日　 程

会 場

参加費

定 員

インプラント治療 経験者 （歯科医師／歯科技工士）

２０１０年 ５月 ３０日（日） １０：００～１６：３０

ノーベル･バイオケア･ジャパン㈱　品川研修室　

３０，０００円（税込／昼食代を含む）

５０名　　
※先着順での受付となります定員となり次第、締切とさせて頂く場合がございますので、予めご了承くださいますようお願いいたします。

講 師 小濱　忠一 先生

習得内容

要　 項

プログラム
Hands On

なし

► 何故、インプラント審美修復では想定した治療ゴールへの到達が難しいか

－ リスクファクターについて

► 外科的治療戦略の実際

　　　 － 抜歯即時埋入の適応症と術式　　　　　　　　　　

　　　 － 待時埋入の適応症と術式　　　　　　　　　　　　　

　　　 － ティッシュマネージメントの実際、軟組織の取り扱いについて

► プロセラを応用した上部構造の製作

　　　 － アバットメントの選択と形態　　　　　　　　　　

　　　 － プロビジョナルレストレーションの調整　　　　　　　　　　　　　

　　　 － 上部構造の選択と形態

※各項目・研修内容は変更の可能性がございます



お申込先

Fax.03-5495-3250

下記申込書にご記入のうえ、FAXにてお申込みください。追ってお申込みの受領および受講料のお支払い方法をFAXにてご連絡い

たします。なお、ご入金をもって正式なお申し込みとさせていただきます。ご入金後の返金はいたしかねますので予めご了承ください。

また、お振込みの場合、領収書の発行はいたしかねます。

顧客番号

ご出身校/ご卒業年度 /            　　　 年卒業

E-mail 

ローマ字名お名前

FAX番号　　　　　　　 　　－　　　 　　　　　　－電話番号　　　　　　　　 　－　　　　　　 　－

住所　〒

施設名

日常臨床における疑問点・本セミナーで取り上げてほしい内容をご記入ください。3.

1. で「はい」とお答えの方に、インプラントの導入状況についてお伺いします。

　・ ご経験年数　　　　　　　　 約〔　　　　　　　〕年

　・ これまでの埋入本数　　　約〔　　　　　　　〕本　　　　

　・ 今までに使用されたインプラントシステムは？

□ ノーベルバイオケア 　□ ジンマー　 □ ストローマン　□アストラテック　□ JMM　 □ 3i　 □その他〔　　　　　 　　〕

　・ 現在メインで使用されているインプラントシステムは？

　　　□ ノーベルバイオケア 　□ ジンマー　 □ ストローマン　□アストラテック　□ JMM　 □ 3i　 □その他〔　　　　　 　　〕

　・ インプラント治療を現在も実施されていますか？　　　 □　はい　　 □ いいえ

　・ 現在は中止された先生は、その理由をお聞かせください。

　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〕

2.

インプラント治療のご経験はありますか？　　　　　□　はい　　 □ いいえ1.

事前アンケート

※ご協力ありがとうございました。ご提供いただいた情報は、目的以外の用途に使用いたしません。また漏洩のないように取扱いには厳重に注意いたします。

5/30　参加申込書

講　　師 2155/30 Dr. Obama

小濱 忠一

１９８１年　日本大学松戸歯学部卒業

１９８４年より　原宿デンタルオフィス勤務

１９８６年　小濱歯科医院開業

２００６年　日本大学客員教授

日本補綴歯科学会、日本歯周病学会、AAP会員、SJCDインター
ナショナル理事、東京・北海道・東北SJCD顧問、東京SJCDインプ

ラントコースインストラクター　　　　　　

インプラント、審美修復に関する著書・論文・講演多数

2007年にはクインテッセンス社より前歯部審美修復―天然歯編、

インプラント編刊行、２００８年には前歯部審美修復　チェアサイド
テクニック編DVD発刊

講師コメント

エステティックゾーンでは、インプラント特有の

リスクファクターの存在が、天然歯修復以上

に難易度を高く複雑にするため、審美的に好

ましくない結果を招く場合が多いのも事実で

ある。従って、術前の診査・診断とさまざまな

臨床的ガイドラインの適切な応用が治療の成

否、予知性の確立には欠くことができない。本

セミナーでは、審美的治療ゴールの達成には

不可欠であるリスクファクターに対応するため

の最適な外科的・補綴的治療概念と治療戦

略について解説したい。

主催：ノーベル・バイオケア・ジャパン株式会社
108-0075 東京都港区港南2-6-4品川グランドセントラルタワー8Ｆ
03-5495-7101（マーケティング部 研修グループ）

www.nobelbiocare.co.jp


